
本報告会は、阪急長岡天神駅周辺まちづくりの実現化に向けた取り組みの第１段階として、長
岡京市が平成３１年３月に策定しました「阪急長岡天神駅周辺整備基本計画」について、関連す
る土地や建物の所有者や商業者の皆さまを対象に、まちづくりの方向性を共有するとともに、今
後のまちづくりの進め方について意見交換を実施しました。

【主な内容】

報告会は、令和元年５月２４日から７月９日にかけて全２３回開催し、案内を受けた９９２名
の方々の内、４３９名の方が参加されました。
参加者からは、継続した意見交換会の開催要望や個別相談を希望する多数の声があり、まちづ

くりへの関心度が高い結果となりました。

阪急長岡天神駅周辺地区は、平成３１年３月に策定した『阪急長岡天神駅周辺整備基本計画』
で掲げる「ひとが中心の賑わいのあるまち」をまちづくりのコンセプトとして、誰もが楽しく回
遊でき、人が集い交流する、長岡天神らしい歴史と賑わいを感じることができる住み心地のよい
まちの創生を目指して、市民・事業者・行政の協働と連携により、阪急長岡天神駅周辺の新しい
まちづくりを推進します。



鉄道高架は決定したのか。

【主な意見】

今後は、まちづくり協議会や地域の皆さまとともに意見交換会や個別相談を行い地域の方々の
意向も踏まえた新しいまちづくりの実現に向けた取り組みを進めていきます。

個別相談意見交換会（勉強会）

参加者

長岡京市
連続立体交差事業は、事業主体が京都府となります。現在、事業化に向けた協議を
京都府、阪急電鉄株式会社、長岡京市で実施しています。京都府に向けて要望をしています。
市民の皆さまの想いもぶつけていきたい。

鉄道高架が遅れた場合は、他の主要事業も遅れるのか。

参加者

長岡京市
阪急線路が高架にならないとまちは完成しない。高架化は決定していないが、まちは用意
していくと考えています。
駅周辺地区が抱える課題に対して、皆様の協力を頂きながら、進められる事業は鋭意実施します。

基本計画で示すまちづくりの方向性は理解できるが、自身の土地がどうなるのか。
立ち退きなのか。それは何時なのか。具体的な内容を詰めて説明して欲しい。

参加者

長岡京市
今後、皆様方のまちづくりへのご意向を聞き、事業の成立性を考えていきたい。
行政主導でまちづくりを進めるのではなく、１つ１つのプロセスをボタンの掛け違えのない
ように皆様と一緒に考えながらまちづくりを進めていきたいと考えています。


